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岡山大学大学院保健学研究科 

「妊娠中からの母子支援」即戦力育成プログラムの目的 

 

人材不足のため産科医療は崩壊し、全国で分娩難民が発生しています。このため、産科医、助産師、

看護師間の役割分担の再考とパートナーシップの強化が必要となっています。また、女性への支援の

観点からは、助産師、看護師、保健師の役割は増しており、妊婦以外にも、不妊・不育（流死産を繰

り返す）女性、子育て女性への支援は重要になっていますが、実践する専門家は非常に不足していま

す。 

助産師免許や看護師免許を取得しながら結婚、妊娠、子育てのため家庭に入った女性達や、コミュ

ニケーション能力不足で人間関係を築けず辞職した新卒助産師・看護師達は、元来、この分野に関心

が高く、就労する意欲も強いことから貴重な人的資源であり、その復帰支援は実効性のある施策で

す。 

「妊娠中からの母子支援」即戦力育成プログラムでは、この取り組みの中で、現役で周産期医療・

母子保健を担当している医療スタッフにステップアップした実践能力と幅広い見識を得ていただく

とともに、種々の不安と制約を抱える非就労助産師・看護師と新卒助産師予備軍である現役助産学生

とが、互いに人間関係を築きながら、ステップアップした実践能力と自信を獲得してもらいたいと考

えています。また、この結果、多様な就業形態を選択可能とし、やりがいを持てる各種現場への復帰、

就職を促進できることを目的としています。 

岡山大学大学院保健学研究科では、このプログラムの趣旨にそった意識と意欲を持った受講生を

求めています。 
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Ｉ．募集人員  

５グループ程度（１グループ２～５名）  

※応募が定員を満たさないときは、開講されない場合があります。 

 

Ⅱ．応募資格 

 助産師免許・看護師免許取得者、助産、看護学生（２０２５年３月までに卒業する見込みの

者）、および、岡山大学大学院保健学研究科長が適当であると認めた者 

 

Ⅲ．出願期間 

２０２５年 1 月２０日（月）～２０２５年２月２５日（火） 

Ⅳ．申込手続 

１．申込方法及び提出先 

(1) 申込書（様式２）に必要事項を記入の上、メールまたは FAX で提出してください。 

(2) 提出先 

岡山大学大学院保健学研究科「妊娠中からの母子支援」即戦力育成プログラム事務局 

Fax ：086-235-6538 

E-mail: josan@cc.okayama-u.ac.jp 

２．提出書類 

申込書（様式２） 

 

Ⅴ．受講者選抜の方法 

応募者多数の場合は、選考委員会にて判定します。 

※個人枠の受講生が優先されます。 

 

Ⅵ．確定した受講者の発表 

２０２５年３月初旬 

受講申込代表者にメールでご連絡します。 

なお、合否についての電話による問い合わせには、お答えいたしません。 

 

Ⅶ．受講料 

年間１４８，０００円 

※e-ラーニングでの受講料、各種設備・シミュレーター等使用料込み 

※2026 年度も無料で、e-ラーニング・各種設備・シミュレーターを使用できます。 

 

Ⅷ．オリエンテーション 

     １．日  時    ： ２０２５年４月（予定） 
          
     ２．開催場所    ：  岡山大学医学部保健学科棟  （対面とオンラインのハイブリッド開催） 

 

mailto:josan@cc.okayama-u.ac.jp
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Ⅸ．プログラムの概要 

 

１. カリキュラムの内容 

 

３つの学びのカリキュラム 

「産科の最新知識と産科超音波検査技術」、「新生児・子育て家族への支援」、「不妊症や流死

産女性への支援」の３つの現場から専門スタッフを講師としてお呼びし、岡山大学大学院保健学

研究科において、実践に即した講義と活きた実践技術を学びます。また、それぞれの現場を実際

に見学し、あるいは、中に入って実践していただき、実践能力を身につけていただきます。 

 

(1) 産科医療の最新知識、産科超音波検査技術を学ぶ 

妊娠中から分娩までを通して総合的に妊婦を支援できる能力を獲得し、自立とともにその他の

職種との協働ができる能力を身につけます。 

「胎児の正確な計測と成長の評価」「胎児・胎盤・羊水の大きな異常の基本的なスクリーニン

グ」「3D、4D 画像を用いた胎児の観察」が出来ることを目標とします。また、胎児を観察しな

がら妊婦や夫と良好にコミュニケーションが取れるようトレーニングを行います。 

 

(2) 新生児・子育て家族への支援を学ぶ 

産後の身体的、精神的トラブルに関する医学的知識、産科医院でも役立つベビーマッサージの

技術、子育て支援のための社会資源の活用法などを学びます。 

これにより、「分娩後の母親のための医学的知識」を獲得し、「子育て支援のための社会資源

へのアクセス」、「産後うつ、児への虐待予防、障害児家庭支援のための地域連携」を体験し、

自己の住む地域での母子保健行政への参入、子育てボランティア活動の参加を促進する。ま

た、地域の核となる指導者を養成することを目標とします。 

 

(3) 不妊症や流死産女性への支援を学ぶ 

不妊症、不育症に関する医学的知識、生殖医療に伴う生命倫理、看護カウンセリングの理論と

技術、行政からの助成金制度などを学ぶとともに、実習としてクライアントへの対応や、死産

が発生した場合の支援を行います。 

これにより、「不妊症、不育症に関する医学的知識」、「不妊症、不育症カップルに対する支

援能力」、「死産を乗り越えるための支援」、「適正な生命・生殖に関する倫理観」、「年齢

と妊孕性との関連を啓発できる能力」を獲得することを目標とします。 

 

・産科超音波の基礎 ・妊娠中からの虐待予防 

・各種妊娠合併症の管理 ・妊婦の DV、デート DV の実態 

・正常分娩の落とし穴 ・流産、死産のケア 

・胎児心拍モニターによる新しい分娩管理法 ・北米、北欧型継続的子育て支援 

・新生児蘇生法 ・地域での子育て支援 

・赤ちゃんを観る ・性教育の実践 

・ベビーマッサージ ・妊孕性に関する啓発 

・乳房管理、乳房マッサージ ・不妊症、不育症の基礎知識 

・NICU 卒業児のその後 ・漢方を知る         など 
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２． 受講について 

 

岡山大学大学院保健学研究科での講義や演習をはじめ、公開セミナーや子育て支援活動への参

加など、1 年を通じて約 30 回の講義と演習を受講してもらいます。 

e－ラーニング（パソコン学習）を利用し、自分のスケジュールに合わせて復習、自宅学習や授

業時間外学習も可能です。セミナーも e－ラーニングで参加できますが、実際に演習を行うこと

で技術を身につけることも必要ですので、できる限り実地の演習、またはリアルタイム配信を受

講してください。 

 

募集要項・出願書類の請求 

募集要項，出願書類は，以下のホームページからダウンロードしてください。 

助産ネット：http://www.okayama-u.ac.jp/user/josan/ 
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